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1 はじめに
ICN(Information Centric Network: 情報指向ネッ
トワーク)では，Consumerは Producer，もしくは，
IWP（Interworking Point: キャッシュ機能付中継ルー
タ)からの多対1通信に基づき効率的にコンテンツを取
得可能である．しかし，多くのConsumerからのコン
テンツ要求による輻輳発生が懸念される．要求コンテ
ンツが存在する Producer/IWPを Consumerが既知
の場合，Consumer主導型輻輳制御方式が有効と考え
られる．本研究では，コンテンツサイズやネットワー
クの混雑状況がコンテンツ取得時間に与える影響を調
査し，コンテンツ取得に最適な Producer/IWPの決
定指標を調査する．

2 受信機駆動輻輳制御 [1]

Consumerとコンテンツ取得先Producer/IWP間の
RTTの比較により，該当コンテンツに対する要求の転
送先を決定し，さらに送信レートを調整することで輻
輳発生を抑制するが，本研究では各経路の利用状況に
基づき要求の転送先を決定するための閾値を導出する．

3 シミュレーション
図 1に示すように，Consumerが要求するコンテン

ツがProducer/IWPに存在するトポロジを想定し，両
経路間の背景トラヒックの利用率 ρ1/ρ2に対するコン
テンツ取得時間 Tp/Tiをシミュレーションにより調査
し，取得先の切替えトラヒックの利用率 ρ∗2を導出す
る．さらに，取得コンテンツサイズCsに対する ρ∗2の
影響について示す．

4 結果・考察
IWP-Router1間の背景トラヒックの利用率 ρ2に対

するProducer/IWPからのコンテンツ取得時間 Tp/Ti

を図 2に示す．なお，Tp = Ti となる ρ2 を ρ∗2 とし，
Csに対する ρ∗2を図 3に示す．このとき各々Producer-

Router2間の背景トラヒックの利用率 ρ1 = 0とする．
図 2より Consumer近傍の IWPからのコンテンツ取
得時間は増加し，ρ2 ≥ 0.37において Producerから

図 1: シミュレーショントポロジ

図 2: ρ2 に対するコンテンツ取得時間 Tp,Ti

図 3: Csに対する ρ∗2 の変化

の取得時間を超えるため，切替閾値 ρ∗2 = 0.37となる．
図 3より，Csの増加に伴い ρ∗2は大きく減少すること
から，経路のトラヒック量に加えて，要求コンテンツ
サイズに基づく取得先の選択が重要となる事がわかる．

5 まとめ
受信機駆動輻輳制御を行う上で経路の混雑具合より

もコンテンツサイズが大きく影響することが確認でき
た．また，大容量のコンテンツを扱う場合は取得中に
ネットワークの状況が大きく変化する事が予想される
ため，経路の利用率の変化に対応する手法も検討する
必要がある．
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